
2021 年１２月２６日 年末感謝礼拝 
インターネットの礼拝映像配信は９時より。11 時からは録画を視聴できます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■聖歌３９２「神はひとり子を」 
①神はひとり子を  たもうほどに 世びとを愛したもう  神は愛なり  
 
※ああ神は愛なり  けがれ果てし われさえ愛したもう  神は愛なり 
 
②罪をば おかして  神にそむき 敵とう われさえ  なお愛したもう 
 
 
■御手の中で（１節） 

①御手の中で すべては変わる賛美に 
わがゆく道を 導きたまえ あなたの御手の中で 

 
 
■主の祈り  天にましますわれらの父よ。ねがわくは 御名

み な

をあがめさ
せたまえ。御国

み く に

をきたらせたまえ。御心
みこころ

の天になるごとく、地にもなさせ
たまえ。われらの日用

にちよう

の糧
かて

を今日もあたえたまえ。われらに罪をおかすも
のを われらが 赦すごとく、われらの罪をも赦したまえ。われらを こ
ころみにあわせず 悪より救いいだしたまえ。国と力と栄えとは かぎり
なく なんじのものなればなり。アーメン 
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■交読 詩篇１０３篇１～５節 
１ わがたましいよ 主をほめたたえよ。 

私のうちにあるすべてのものよ 
聖なる御名をほめたたえよ。 

２ わがたましいよ 主をほめたたえよ。 
主が良くしてくださったことを何一つ忘れるな。 

３ 主は あなたのすべての咎を赦し 
あなたのすべての病を癒やし 

４ あなたのいのちを穴から贖われる。 
主は あなたに恵みとあわれみの冠をかぶらせ 

５ あなたの一生を 良いもので満ち足らせる。 
あなたの若さは 鷲のように新しくなる。 

 
 
■使徒信条  われは天地のつくりぬし、全能の父なる神を信ず。われは
そのひとりご、われらの主、イエス・キリストを信ず。主は聖霊によりて
やどり、おとめマリヤよりうまれ、ポンテオ・ピラトのもとにくるしみを
うけ、十字架につけられ、死にてほうむられ、よみにくだり、三日目に  
死人のうちよりよみがえり、天にのぼり、全能の父なる神の右に座したま
えり。かしこよりきたりて 生けるものと死にたるものとを さばきたま
わん。われは聖霊を信ず。聖なる公同の教会、聖徒のまじわり、罪のゆる
し、からだのよみがえり、とこしえのいのちを信ず。アーメン 
 
 
■聖書朗読 哀歌 ３章 19～33 節 
19 私の苦しみとさすらいの思い出は、 

苦よもぎと苦味だけ。 
20 私のたましいは、ただこれを思い出しては沈む。 
21 私はこれを心に思い返す。 
  それゆえ、私は言う。「私は待ち望む。 
22 主の恵みを。」 
  実に、私たちは滅び失せなかった。 
  主のあわれみが尽きないからだ。 
23 それは朝ごとに新しい。 
  「あなたの真実は偉大です。 



24 主こそ、私への割り当てです」と 
  私のたましいは言う。 
  それゆえ、私は主を待ち望む。 
25 主はいつくしみ深い。 
  主に望みを置く者、主を求めるたましいに。 
26 主の救いを 
  静まって待ち望むのは良い。 
27 人が、若いときに、 
  くびきを負うのは良い。 
28 それを負わされたなら、 
  ひとり静まって座っていよ。 
29 口を土のちりにつけよ。 
  もしかすると希望があるかもしれない。 
30 自分を打つ者には頬を向け、 
  十分に恥辱を受けよ。 
31 主は、 
  いつまでも見放してはおられない。 
32 主は、たとえ悲しみを与えたとしても、 
  その豊かな恵みによって、人をあわれまれる。 
33 主が人の子らを、 
  意味もなく、苦しめ悩ませることはない。 
 
■今日まで守られ（聖歌２７３） 
①今日まで守られ きたりし わが身 露だに うれえじ ゆくすえなどは 
 いかなる おりにも 愛なる神は すべてのことをば 良きにしたまわん 
 
②かよわき者をも かえりみたもう わが主の恵みは この身にたれり 
 にぎおう里にも さびしき野にも 主の手にすがりて 喜び進まん 
 
③主の日ぞいよいよ 間近にせまる うきよの旅路も しばしの間のみ 
 まもなく栄えの み国にゆきて ときわにたえせず わが主と住まわん 
 
■頌栄 聖歌３７７「すべてのめぐみの」 
 すべての恵みの もとなる御神（みかみ）を 

造られしものよ いざ たたえまつらん アーメン 
 



 
【自宅での礼拝の手引き】  

・招詞   招詞を読みます 
・賛美   歌います 
・主の祈り 主の祈りを祈ります 
・交読   交読箇所を読みます 
・礼拝祈祷 次の言葉を祈りましょう 

「天の父なる神様。今、あなたの御前で礼拝をささげられ
ることを感謝します。兄弟姉妹と場所は異なりますが、心
を一つにして礼拝をささげます。主の臨在を、今、ここに
現してください。私たちの救い主、イエス・キリストの御
名によって祈ります。アーメン」 

・使徒信条 使徒信条を告白します 
・聖書朗読 聖書朗読箇所を読みます 
・説教   聖書朗読箇所を思い巡らしましょう 
・賛美   歌います 
・献金   主から受けたものの中で私がささげられるものや分かち

合えるものは何か思い巡らしましょう。それをささげな
がら歩めるように主の助けを祈りましょう。 

・頌栄   頌栄をささげます 
・祝祷   心の中で祝祷を読み、最後に「アーメン」と告白しましょう 

「願わくば 主イエス・キリストの恵み 父なる神の愛 
聖霊の親しい交わりが教会員一同の上に とこしえにあ
りますように アーメン」 


